





























































測定項目 測定器 測定高度(cm) 記録間隔
変動要素 風速 超音波風向風速計 (カイジョ (ー樵)､DA-600-3T) 200 0.15
気温
水蒸気 二酸化炭素 .水蒸気変動計(アドバネット(秩)､EOO9B)
平均要素 純放射 放射収支計 (米国 .REBS社､Q*7) 200 605地中熱流量 熱流板 (英弘精機(樵)､MF-81) 0,-13 3 S
水稲体温度 熱電対 50
濯親水温度 電対 4





























































































2､位相差 E､熱拡散係数 a.体積熱容量 CSJOsを計算し
た(表2)｡港蔽水のある日の Cs,osの平均値は4.59±1.54





j E a caps
単位 wcm1℃ ･l hr cm 2sl Jcm'3℃ -I
港親水のある日
8月2日 0.0084 5.0 0.0014
8月3日 0.0077 4.0 0,0021
8月4日 0.0063 5.5 0.0011
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図8 NHとH+LE+Gsの日変化
以上の結果は次のようにまとめることができる｡港軟水
の有無に関わらず､入野とH+LEWoの値はよい一致を示
した｡しかし､H+LEWoとH+LEWs(または､Gs+Gw)
との間には約 15-23%の不一致が認められた｡本研究で
は､土壌各層で CSPSは一様であるとした理論に基づいて
解析を行った｡現実の八浜農場では､土壌水分量が常に変
化していて､CSPSが一様という仮定に疑問を感じること
が多かった｡有意な差異を′J､さくする努力が求められてい
るが､今回の一連の研究により､土中の温度分布を高精度
で測定すれば､土壌を解析可能な単純系として扱い得るこ
とが実感できた｡
楊 冬枯ら /HeatBudgetonRICeFteLEL
5 終わりに
水稲生育時の水田における熱収支を解析した｡得られた
知見は次のようにまとめることができる｡
1)水稲群落の貯熱量は10Wm2`以下であり､′J､さいこ
とが確認できた｡
2) 水稲最生長期において､港軟水の有無に関わらず勲
流板で測定された熱流量と顕熱､潜熱の合計値は純
放射とよく一致した｡この結果は､渦相関法によっ
て計算された顕熱､潜熱の値が信用できることを意
味している｡
3) 土壌表面を層分けして土層と水屑の温度変化から
GsとGwを推定した値はGoより小さい値を示した｡
これは土層と水屑での体積熱容量の測定精度､或い
は､基礎としている理論の適用性の限界を示唆して
いるが､土層の温度分布を高精度で測定すれば､土
壌を単純系として扱い得ることが分かった｡
謝辞:岡山大学農学部附属八浜農場での観測に当たり､農
場の使用を快く許可してくださった多田正人主任に感謝
します｡
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